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情報とテ ク ノ ロ ジ ー が主要な役割を占め て い る後期資本主義社会にお い て , 特に大きな影響力
がある テ レビ と い う マ ス メ デ ィ ア の 様々 な側面を, T ho m a sPyncho nの V i∽1a nd(1 991) を 中
心に検討を行 っ た ｡ テ レ ビに よ る疑似世 界の 蔓延は , シ ミ ュ ラ ー ク ル の 先行する ハ イ パ ー リ ア ル
な世 界を偏在させ , 実像と虚像の 区別を不可能に して しま っ て い る ｡ またテ レ ビが送 る断片的 映
像は , 互 い に不調和な要素が揮然とな っ た多元的世界を生み 出し, 見る人々 の 心 を 一 種 の 分裂状
態に させ た ｡ さら にテ レ ビ映像は , 現実を透明 に直接に再現 して い る ようで あり ながら , 出来事,
カ メラ ･ ア ン グ ル , 形式的構成な どを通 して イデ オ ロ ギ ー を洗脳す る媒体として も必ず機能する ｡
こうして テ レ ビは , 国家や 大企業な どの 特定の権力機構や文化と結 び付 い た覇権的イデ オ ロ ギ ー
を人 々 に押し つ け, 画 一 的な価値観や 全体主義的傾向を生 み 出す の で ある ｡ だがそ の 一 方で は ,
テ レ ビは 真実を伝え, 政治や経済的不正を暴い て , そ の 社会的使命を果たして もい る ｡ Pyn chon
の こ う したテ レ ビ の 描き方を通 し, 読者は合理主義的西欧文化 の 功罪を知 る ことがで きる の で あ
る ｡
キ ー ワ ー ド
マ ス メ デ ィ ア , ハ イ パ ー リ ア ル , 疑似現実 , イ デオ ロ ギ ー , 真実
1 序 文
T ho ma s Pyn cho n の 最新作Vi□ela nd (19
91) の 主要 テ ー マ の 一 つ は , 20世紀末に おけ
る ア メ リ カ文化の 諸問題で ある.｡ 特に , 情報
と テ ク ノ ロ ジ ー が支配する後期資本主 義社会
を迎 え, テ レ ビに 代表さ れ る マ ス ･ メ デ ィ ア
の 影響が , 大きな問題 と して ク ロ ー ズ ･ ア ッ
プさ れて い る ｡ テ レ ビが作り出す疑似現実は ,
ハ イ パ ー リ ア ル な世界を生 み だ し , 真と偽,
実在 と非実在の 差異 をな し崩 しに して , 社会
を合理 的に機能させ る ため に不可 欠な私たち
の識別能力すらも危う い もの に して い る ｡ ま
た , テ レ ビが 映しだす シ ミ ュ レ ー シ ョ ン は ,
面白く, 快 い ため , 人 々 は現実生 活の不愉快
な面や煩わ しさか ら , 時に逃避し , テ レ ビの
疑似空間の 中に生きようと さえする ｡ しか し,
Pyncho n が最も危倶 して い る問題 は , 毎 日 ,
多大な時間をテ レ ビを見て 過 ごす多くの現代
人 を洗脳 し , 支配する道具と して 働くt テ レ
ビの 権力作用で ある ｡ 特定の 権力機構や文化
と結び付 い た覇権的イ デ オ ロ ギ ー は , マ ス ー
メ デ ィ ア を通 し, 人 々 の 個人的無意識さえ制
御 し, 画 一 的な価値観 を押 し つ け, 全体主 義
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的傾向を促す｡ Pyn cyo n が描 く世 界に お い
て は , 本来 , 自由で独立した精神か ら引き出
さ れる べ き人間の行動は, もはや不可能とな っ
て い る印象さえある ｡ 登場人物 は, 前意識的
段階か ら , すで に ある特定の 方向をと るよう
に洗脳され て い る とも言える ｡ こう した問題
を描く作家自身か ら して , ある意味で , 無意
識の うち に マ ス ･ メ ディ ア によ っ て 浸透さ れ
た特定の イ デ オロ ギ ー 的意味を , 作品世界に
再生産する宿命から逃れ られ な い ｡ 作中で比
喰の 形式な どを通して 額出するテ レ ビ番組や
テ レ ビ俳優 , ある い は映画関係の 言葉 は , 批
判する主体た る作家自身が マ ス ･ メ デ ィ ア 文
化に 汚染され て い る こ とを本人が意識 し , そ
の こ とを読者に 自噸的に示して い るか の よう
に思 われる ｡ 本論で は , テ レ ビ を中心とする
マ ス ･ メ デ ィ ア に 潜む これ らの 諸問題を, 作
品を通 して具体的に論 じて い きた い ｡
2 テ レ ビは偏在する
物語の 様 々 な場面の 背景や , 前面に頻出す
るT Vまた はtubeの 言葉 は , 作品の 中 で テ レ
ビに 圧倒的な存在感を与えて い る ｡ 登場人物
たちは , 何等か の形 で テ レ ビと必ず関わ っ て
い る ｡ テ レ ビ女優 を前妻とする タケ シ , テ レ
ビ ･ コ マ ー シ ャ ル 出演が縁と なり, 転職して
コ マ ー シ ャ ル で演 じた園芸士 の仕事で 成功 し
た M illa rd Hobbs, テ レ ビ ･ コ マ
ー シ ャ ル で
有名と な っ た歯科医Lar ry Ela s m o, レ コ
ー
ド会社経営と い う立場か ら , 自宅で 沢山の テ
レ ビを常 に かけ続けて い るM u cho M a a s等 々 ,
テ レ ビと直接関わる人々 も い る ｡ しか し何と
言 っ て も , 作品に 存在感を与えて い るの は ,
登場人物たちの 日常生活に偏在する ブラ ウ ン
管で あろう ｡ 知人 との 話題は テ レ ビ番組で あ
1)
り , 仕事 の 背後 で は , テ レ ビが つ け られ て
い る (197)｡ 人 々 はテ レ ビに話 しかけ (371)
,子供は テ レ ビ を見 なが ら眠る (65)｡ テ レ ビ
漫画の テ ー マ 曲に惚れ込 む人 (192) , テ レ ビ
の 警官もの シ リ ー ズ を見て 興奮する人 (83) ,
テ レ ビ ･ コ マ ー シ ャ ルを信じる 人 (46) が い
る ｡ テ レ ビは部屋 に置かれて い るだけでない ｡
ポ ー タ ブル ･ テ レ ビは車に据え付け られ , 運
転する 人を慰める (335)｡ 時には , 大自然の
只中にまで 持ち込まれ , キ ャ ン プする 人々 を
楽しませ る (324)｡ 戦場で 戦う兵士 にもテ レ
ビは必需品だ (180)｡
作品中で は , 人 々 の 生活があまりにもテ レ
ビ漬けとな っ た結果, テ レ ビ中毒や , ビデ オ
関連精神障害と い う 新種の 病気が 生 まれ ,
"
N E V E R
′′
(Natio n al Endo w m e nt fo rV id-
e ｡ E du c atio n a nd RehabilitatloⅢ) な どと
い う珍妙な研究治療機関す ら登場 して い る ｡
こ の 機関で 治療を受けて い る患者は ,
一 日中
テ レ ビを見ず には い られず, テ レ ビを探 して
夜通し病院を ゾ ン ビの よう に さまよう ｡ 彼ら
の 毎日は , テ レ ビの 有名人 を真似る こ とや テ
レ ビ ･ ドラ マ の テ ー マ 曲を口ずさむ こ と で 成
り立 っ て い る の で ある ｡
こ の よう に , 登場人物たちの 日常生 活とあ
まり にも深く関わ るテ レ ビは , 今や 本来の 使
命以上 の 役割を果たすよう に な っ て い るよう
だ ｡ テ レ ビは ｢ 家族の
一 員と な っ て , 家庭 の
中で 自身の 居場所を獲得 し , 家計費か ら必要
な電気代 と いう , 食料 に代わるもの を受けと
り, 家族の 他の メ ン バ
ー から声をか けられ ,
お し ゃ べ りの 相手となり , 愛情を盗み取る こ
とすら で きる｣(348) で ある .
物語の重要な事件の 原因となる 出来事の 背
景に も , テ レ ビは必ず見え隠れ して い る ｡ 主
要登場人物と な るFre n esi にと っ て は , サ
ー
フ 大学の 学生運動組織P R3 の リ
ー ダ ー W e ed
Atm a nの 殺害 に関わ っ た こ とが , 彼女 の 人
生 に大きな影響を与えた ｡ こ の事件を背後で
操 っ た の は , 反体制組織を徹底的に 弾圧す る
連邦検察官Br o ck Vo ndだが , 彼が 計画 を実
践に 移すた めFrenesiと接触 した場所 は , オ
ク ラ ホ マ の ホテ ル で ある ｡ こ の 時 , 背後で テ
レ ビが , 嵐の ニ ュ ー ス を伝えて い た ｡ こ の 映
像 に影響 されて 異常な精神状態と な っ たFre-
Fヴ ァ イ ン ラ ン ド』 と テ レ ビ文化
IleSiは ､ V o nd の言 わ れ る ままに 計画 を実行
し , P R3の 解体を成功 に導 い た の で ある ｡
彼女は , その 後Zoydと 結婚 し , 娘Pr airieを
産むが , やが て娘 と夫を捨て , 二 人 に 苦難に
満ちた 人生を送らせ る原因を作 っ た ｡ その 直
接の き っ かけは, 産後, ひ ど いうつ 状態に陥 っ
た彼女が , 自分の 赤ん 坊を嫌うように な っ た
こ とだ ｡ こ の 時も , テ レ ビが介入して い る ｡
深夜の 午前3 時 (Gr a vity
'
s Rainbo w で も
そう だが , Pyn cho nに お い て は , 午前3 時 は ,
隠れて い た別の 真実が明らか に さ れる特別な
時刻を意味する), 映画Lobster Trick Movie
を放映する テ レ ビの 光りを浴び ながら , Fr e-
n e siは ｢胎 内で 何か 月も彼女 の 体 を消耗さ
せ , 今もなお彼女を支配 しようと して い る小
さ い 命 , 裸で , 寄生虫的存在の 命に対する嫌
悪感 (286)｣ を覚え,母親 の 役割を放棄 し て
しまうの だ ｡
同じく主要登場人 物の 一 人と なる D Lの 人
生 に と っ て 重大な出来事 とな っ たの は , タ ケ
シの 暗殺未遂事件 で ある ｡ 彼女 は , Ralph
W ayv o n eの 指示 に より ,Bro ck Vondの 暗殺
を企 て , 誤 っ て タ ケ シ に , 一 年後 に死 を招く
"
V ibr ating Palm
′′
の 術をか けて しま っ た ｡
こ の事件の 幕開けとな っ たの は , 上 野の 競 売
場で 売春婦と して D Lが 売り に出さ れ た 出来
事で ある ｡ こ の時, 競売人は , 有名なテ レビ ･
コ メ デ ィ ア ン が務 め , 背後 に置かれ たテ レ ビ
で は , セ ン トラ ル ･ リ ー グ の 野球が放映され
て い た ｡
テ レ ビは偏在 して い るか ら , 登場人物の 運
命を左右する 出来事 に どれだ け影響を与えた
か , そ れは定か でな い o だが作者は , 明らか
に テ レ ビ に単なる背景以上 の役を与えて い る｡
"
N E V E R
′′
の 患者が歌う次の 歌 が , そ の 役
割を要約 して い る ｡
Oh ‥ . the . ‥ Tude! /It
'
s poュ-s o ning
yo u rbr ain!/ Oh,ye s ‥ . . / It
'
s dri-ving
yo u, in s a n e!/It
'
s sho ot-ing r ays,at yo u,
/ Ov e r e v
'
ry-t hing ya do, /It s ee syo u
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in yo u rbedr o o m, / And -o n th
'
toi-let
to o!/ Tube ‥ ‥ /It kno w s, yo ur e v
'
ry
tho ught, / Hey, Bo ob yo u tho ughtyo u
w o uld-/ T
'
n get c a ught- / W hile yo u











/ Big fat c om puter ju s
'





s plug ged right in , to yo u!(336-37)
洗脳 , 支配 , 全知 , 肥大化と い っ た , こ こ
で歌わ れて い るテ レ ビの 特性は , 独裁者な い
しは神の よう な力がテ レ ビにある こ とを示 し
て い る ｡ テ レ ビが放射する強力な光 にひきか
え , 太古か ら生命を育み , 人間の 営み に計り
知れな い 恵み を与えて 来た太陽の 光りは , こ
こ で は影が薄 い ｡ 太陽の 光り , すなわち ｢黄
痘に か かり , 充血 した神自身の 目は , 大 した
熱意もなく , 人間の 方を振り返り｣(361),
やが て 夕方に 消え去 る稀薄な存在なの である ｡
人 々 の 愛情を専有 できる強 い 魅力を備え, 人
間の 地位 に ま で昇格 した テ レ ビ , そ れ どこ ろ
か , 偏在し , 人 間を支配し , そ の 運命を左右
するほ どの超人的力を獲得する よう に な っ た
の が , y 垂旦圭些卓の テ レ ビで ある ｡
3 テ レ ビは ハ イ パ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
の 世界を生み 出す
強力な力を発揮するテ レ ビが , 映像と して
写し出すもの は虚像で しかない ｡ こ の 点を ,
Pyn cho nはまず意識 した に 違 い な い o Zoyd
が毎年行う ｢ 窓割り｣ の 行事を , 物語の 最初
の 方に 入れた ことか らも , そ の こ とが窺われ
る ｡ テ レ ビ映像が どれ だけ正確に 現実や実在
を映 し, 再現 しようとも , そ れは厳密な意味
で は
, 現実と は異なる ｡ そ っ くり自然 に見え
る ため , 映像と現実はそ っ くりその まま 一 対
一 の対応関係にあると , 視聴者は つ い錯覚し
て しまう ｡.
しか し , 実際は , 画像は三原色が
点の 列とな っ て 並ん で い る だけだ ｡ しかも ,
三原色の 配合具合は , 自然の ままと いう には
ほ ど遠 い ｡ ハ イ ･ ヴ ィ ジ ョ ン 時代 を迎 え, 走
査線が増えて , こ れまで より鮮明度の 高 い 画
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像の テ レ ビも登場 したが , なお現実とは違う ｡
また , 小さなブラ ウ ン 管で は , 壮大 に広が る
大自然の 景色をその まま再現する こ とは で き
ない ｡ 登場する 人物の顔をク ロ ー ズ ア ッ プで
映して い る時は , そ の 人の 体 は消えて い る ｡
場面の切り替え時に , 人の 会話は中断され て
しまう ｡ 現実と テ レ ビ空間との 違 い に つ い て
は , 他にも数多くの 違 い が挙げられよう ｡
実在世界と似て い なが ら , どこ か違う疑似
世界がテ レ ビに よ っ て 蔓延 した現代 を , J.
ボ ー ドリヤ ー ル は , ｢シ ミ ュ ラ ー ク ル の 先行｣
する世界 と称 した ｡ つ まり , 地図が領土 に先
行 し: 地図が領土を生 み出すの である ｡ シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン が先行する時, ｢シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン は , 起源 (o rigin e) も現実性 (r e alite)
もな い , 実在 (re el) の モ デ ル で 形 づ く られ
たもの , つ まり ハ イ パ ー リ ア ル (hype rr eel)｣
J､
とな る ｡ ハ イ パ ー リ ア ル な世界 で は , 従来 の
シ ミ ュ ラ ー ク ル を表現する ため に必要な空想
は不要となり , 概念の 魔力と実在の 魅力や似
姿と真物の 差異は消滅して しまう ｡ その結果 ,
偽物が異物の 地位を纂奪 して , 異物と して ま
か り通るよう になるの で ある ｡ ボ ー ドリヤ ー
ル が言うよう に, テ レ ビ時代がもたら したも
の と は , 実在と空想の 識別を必要と しな い ハ
イ パ ー リ ア ル な世界の 偏在と い う現象で あろ
う ｡
"
the Cu c u mber Lo unge
′′
で 行 な われ た
Zoydの ｢窓割り｣ は , こ の 現象が 抱える 問
題を具現 して い る ｡ Zoyd はVo nd との 取引 に
よ り, 精神障害者手当て を毎年受領するため ,
精神障害者を装 っ て , テ レ ビ中継の もと ｢ 窓
割り｣ の 芝居をし , そ の こ とで 自分の 居場所
を知らせ , 前妻Fr e n e si に会 っ て い な い こ と
を証明 しなけれ ばな らなか っ た ｡ 無論 , Zoyd
は本当に 気が狂 っ て い るわ けで はな い から ,
こ の テ レ ビ中継は , 一 種 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
を真実の 報道と して 伝える こ と に なる ｡ テ レ
ビ局側もそ の こ とを承知 して い て , 砂糖で で
きた偽の ガラ ス を
､､
stu nt windo w s
"
と して
用意して い る ｡ そ の ため , Zoydが ガ ラ ス 窓
に 体当たり した時 に は , 衝撃も無 い し , 音も
どこ か違う ｡ しか しZoyd の方 も , 『T V ガイ
ド』 で , テ レ ビ用の 小道具に 関する知識を仕
入れ て い るか ら , 瞬時に事態を察 し, カ メ ラ
の 方に 狂人の 表情をして 見せ る ｡ また彼 は ,
テ レ ビの 疑似空間の 性質にも通 じて お り, 演
出効果を高める ため , テ レ ビ映りの 良 い けば
けばし い 衣装を着込ん で 来て い るの で ある ｡
こう して 映され た場面は , 後 に , ガ ラ ス の 割
れる本当の 音が加えられ , 夕方の ニ ュ ー ス 時
に 放映され る ｡ こ の 際 , ス ロ ー モ ー シ ョ ン に
よる再現が繰り返 し放送され , 居並 ぶ物理学
者 , 精神分析医, 運動 コ ー チ等によ っ て , 過
去の ｢ 窓割り｣ フ イ ル ム と の 様々 な比較分析
が施される｡ テ レ ビ ･ ニ ュ ー ス の典型的パ タ ー
ン が こ れ で ある ｡ こ の ニ ュ ー ス番組を見た時,
視聴者は , 一 人 の 狂人 が本当 に 窓を蹴破 っ て
飛び出 した と , 文字通りに受けとるであろう ｡
しか し , 読者の 反応 は異 なる ｡ 真物 らしく見
せ る ための ありとあらゆる装 い を した シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン の世界と , それ に編 されて い る視
聴者の 両方の存在を意識する読者は , シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン の 危険な側面 に気 づくの だ ｡ つ ま
り , 他人の 所有物を破損 し , 秩序と安全を脅
かす-- 人の 狂人 の危険な行為と , そう した行
為の 芝居と は , 客観的に見て 全く区別の つ か
な い , 同じ行為, 同じ記号で ある こ とに 気付
くの で ある ｡ 人工 的なシ ミ ュ レ ー シ ョ ン と実
在の 要素 は , 解き難く絡み合 っ て おり , 両者
の 識別は不可 能で ある ｡ こ の ように , シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン は , 現実原則そ の もの に , また私
たちの社会を成立 させ て い る 合理的な識別能
力 に , 危害を加えて しまう の だ ｡ 佃方 , テ レ
ビの 疑似空間に最初か ら通 じて い るZoydも ,
Vo ndと の裏取引の 事実 を報道 し よう と せ ず
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 方に ニ ュ ー ス価値を置 い
て い る テ レ ビ局側の 態度も , シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン の 日常化な い しは先行の 現象が進ん で い る
こ と を暗示して い る ｡ ボ ー ドリヤ ー ル は , シ ュ
『ヴ ァ イ ン ラ ン ド』 と テ レ ビ文化
ミ ラ ー ク ル と して の 画像は四 つ の 段階を経て
3 )
い る と述 べ て い る ｡ 最初 , 画像 は , 奥深 い 現
実を反映 して い たが , や がて 現実を隠し変質
させ , 次に 現実の 不在を隠す｡ 最後に , 画像
は い か なる現実 とも無 関係 とな る ｡ Zoyd の
｢ 窓割り｣ニ ュ ー ス は , ま さ に , い か なる 現
実とも無関係とな っ て 1 人歩きを始めたシ ミ ュ
レ ー シ ョ ン の 現実を表して い る ｡
4 テレ ビは現実か ら逃避させ る
人々 は , テ レ ビ映像 に よ っ て , 実像と虚像,
実在と非実在の 区別を混同する と同時に , 他
方で は , 逆 に こ の 区別を明確 に 意識 し, 意図
的に利用する こ ともある ｡ 特に , 現実が与え
る 緊張, 抑圧 , 不快さ , 責任, 退屈さ , 疎外
感等々 の ネ ガ テ ィ ヴな感情を感 じる時, そう
した感情から解放される ため , 人 は束の 間,
テ レ ビの 幻想世界に 逃避 しようとする ｡ ある
い は逆 に , 現実をテ レ ビの 虚像空間の よう に
想像する こと で , 現実の 重荷か ら逃れようと
する ｡ V inelandは , 現実逃避と して テ レ ビ
を利用する人々 で あふ れ て い る ｡
例え ば , 政府の 緊縮財政政策に よ り, 人員
削減の あおりをく っ て 失業 した両親Fla shと
Frene siの 様子の お か し さ に気 づ き , 困惑 し
た子供のJu stinは , 普 , 幼稚園で 他の 子供が
敢えて くれた言葉を思 い 出し て い る ｡ ｢お 父
さ ん とお母さ ん の 周りに , テ レ ビの プ レイ ム
があるみ た い なふ りをして み なよ ｡ 今見て い
る の は , 芝居なん だ っ て ふ りを しなよ ｡ そう
した い 時は , テ レ ビの世界に 入 っ て 行けば い
い し , そうで なけりゃ 唯見て いる だけで , 入 っ
て 行かなけれ ば い い の さ ｡｣(351)Ju stinは ,
実際に この 忠告を試して み て , その 有効性を
確認して い る ｡ 母Frenesiも昔 , 苦 し い 立 場
に 立 たされ た時 , 同様な手段 を講 じて い る ｡
Vo nd の指図により , W e ed A tm a nを亡 き者
に するため , 学生 運動家Re xSn u v vleを たき
つ け て い る 時の こ と だ ｡ 彼女は自分の 行為に
対する責任 か ら逃 れ る た め , Atm a nを映画
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の 登場人物に , 自分をその 観客に見立て て い
る ｡
‥ . a sif o n s o m e u nfa milia rdr ug, she
w a s w alking a r o u nd n e xt to he rs elf,
ha u ntl ng herself, attending a m o vie of
it all. If the step w a sirr e v e r sible, the n
she o ught to be allrightn o w, s afein a
w o rld-n e xt-to-the-w orld that n ot m a ny
w o uld kn o w ho w to get to, w he re she
c o uld kick ba ck a nd w atch t he u nfolding
dr a m a
.
No problem any m o re with talk
of " taking o ut
"
W e ed Atm a n, a she
ヲ
d
go n etu r n lng I nto a Cha r a cte rin a m o vie
‥ ‥ (237)
Is aiahが企 画する テ ー マ ･ パ ー ク ｢ 暴力セ
ン タ ー ｣(19) は , テ レ ビや 映画 と は異な る
が , 似 たよう な幻想空間を提供する ｡ この セ
ン タ ー で は , 人 々 は様 々 な武器を使い , 冒険
と暴力を体験 で きる ｡ しかも, 現実の暴力が
人 に与える生命の 危機 , 肉体の 苦痛, 処罰と
い っ たネガテ ィ ヴな部分の みを排除して , 秦
力が与える精神的興奮や刺激の みを楽し むこ
とが で きるの だ ｡ また , こ こ で は , テ レ ビを
見て い る時の よう に単 なる傍観者で はなく ,
参加者 とな っ て , 自分の 意志を直接反映させ
る こ ともで きるため , より強力な満足感が得
ら れるの だ ｡
映像の 幻想空間, それ は 一 見 , 現実の 人生
や世の 中の真実を体験させ て くれる空間の よ
う で ありなが ら , 実は , 現実 に生 きる 時に不
可避と なる良い ことも悪 い ことも含め た全 -
的な体験 とは ほ ど遠 い もの しか与えて くれな
い ｡ 映像内容が娯楽性に 強く , 束の 間 , 人を
楽しませ る軽薄な場合に は , 特にその こ とが
言える ｡ V in ela nd には , ア メ リ カ の テ レ ビ
番組や ス タ ー に 関する言及が , お びた だ しい
数に上 っ て い る が , Brian M chaleの 指摘 に
よる と , そ の ほ とん どは , こ の 種の軽薄な商
4)
業娯楽番組に 関するもの だ と いう ｡ 有名人の
ト ー ク ･ シ ョ ー , ク イズ番組, シ チ ュ エ ー シ ョ
56 村 上 恭 子
ン ･ コ メ デ ィ ー , S F アク シ ョ ン , 警官 もの
シ リ ー ズ , 漫画等 々 の 番組の タイ トル の 羅列
は , 毎 日多くの 時間テ レ ビを見て 過 ごすア メ
リ カ の 平均的視聴者の 精神生活の 質を暗示 し
て い る ｡ マ ス ･ メ デ ィ ア の 研究家Fr ed lnglis
は , ア メ リ カ の テ レ ビ番組 に 閲し , ｢こ の 国
を訪れた者は大抵が , 薄気味がわるくて , ぞ っ
とする と いう 印象をもつ ｡ ‥ 作家で もプ ロ
デ ュ ー サ ー でも , イ ン テリの 一 員で も, まじ
めな人 は主要な収入 を得るた め に テ レ ビの 仕
事を しよう とは しな い だろう ｡ . . 番組の 多
くは つ まら な い し , 1 日24時間の 放送時間の
うち少なくとも10分 に1 回は コ マ ー シ ャ ル で
:-1 l
中 断さ れ る 現実 が あ る｣ と述 べ て い る ｡
pyn cho n自身は , 大衆娯楽番組 にも っ と愛着
を示 し, 別の価値を認めて い るよう だが , そ
れ で も全 - 的な経験と いう意味で は , 懐疑の





(218) と して の 人 間の 死 に 対
する テ レ ビの取り扱 い 方 だ ｡ 医者もの , 戦争
もの , 警官もの , 犯罪もの シリ ー ズと い っ た ,
テ レ ビで 常に安定 した人気を博 して い る番組
は
, 本来, 最も厳粛に受け止め ねば ならな い
人間の生 と死を い とも簡単に取り扱 っ て い る ｡
その ため 人間の 死 は接小化され , 視聴者は死
の 意味に つ い て深く考え, 理解する機会を失 っ
て しま っ たの で ある ｡
こ の よう に意識的 , 無意識的に, 現実の 世
界を直接体験する代わりに , 虚像と して の テ
レ ビ空間に生きる こ と は , 自然その もの との
接触や , 全 - 的な体験を妨 げ, ｢ 生 中の 死｣
を招くこ と になる ｡ その極端な例がT ha n ato-
id族の 生活 で ある ｡ 作品の 中 で , こ の
一 族 は
一 度死 ん だ 人間として 描かれ て い る こ とも暗
示的だ ｡ 彼らは , 自分に必要なも の や様 々 な
情報 を得る ため , 朝か ら晩まで テ レ ビを見る ｡
あまり見過ぎるか ら , 彼 らを主題 とする連続
コ メ デ ィ ー を作る こ とな ど考えられ な い ｡ な
ぜ なら , T ha n atoid族がテ レ ビ を見て い る場
面 しか , ドラ マ に は有り得な い から だ ｡ まさ
に虚の 世界が , 実像 , 実体験 , 実人生 に取 っ
て 代わ っ て しまう テ レ ビの魔力を示して い る｡
こ れは , T ha n atoid族と いう特殊 な人 々 だ け
に見られ る現象 で はない ｡ 彼らの 社会 に足を
踏み 込ん だ 一 般市民も , ｢ 知ら な い 間 に自分
たちがサ ナ トイ ドに な っ て い るの に気 づく｣
(384) の である ｡ " T ha n atoid" と いう言葉が
｢死ん で い る よう だが , た だ違 っ た ふ う に｣
(170) と い う意味があるよう古.
二
, もし彼らの
有様が文字通りの ｢ 生中の 死｣ で な い とすil
ば , ｢ 世の 中の 差別と復古 の 歴 史と ル
ー ル の
中で , 制約を受けて 来た｣(171) 彼らが , チ
レ ビか ら得られ る体験の 中で , そう したもの
に対する怒りの 感情を実感する こ との み に止
* 1
めて い た こ と で あろう ｡
5 テ レ ビは世界 を分裂さ せ る
作品を読む と , Pyn cho nは 物語 の 現在 と
なる1984年と過去の 二 つ の時代を常に比較し,
失われたア メリ カの過去の価値をノ ス タ ル ジ ー
の 思 い を込め て 眺めて い る こ とが わか る ｡ 過
去の 二 つ の 時代 と は ,
"
Leif the Lu cky
"
と ヴ ァ イ キ ン グが初め て ア メ リ カ大陸を発見
した当時の , ま だ手付か ずの 大自然が残
､
っ て
い た時代と , 反体制文化の 興隆に より変革の
気運が高ま っ た60年代だ ｡ 特に , 60年代と ,
ニ ク ソ ン , レ ー ガ ン 大統領に象徴され る保守
反動の 時代を迎えた80年代との 比較 は , 主要
テ ー マ の 一 つ ともな っ て い る ｡ こ の60年代か
ら80年代 に至る変化を最も象徴的に表して い
るの は , 映画文化か らテ レ ビ文化 へ の移行で
はない だ ろうか ｡ 映画と テ レ ビの 比較で は ,
見る者の 側に 顕著 な相違がある ことが , 一 般
に 言われて い る ｡ 映画 ( 家庭で 見る ビ デ オ映
画は除く) は , 日常生 活とは物理的に は っ き
りと 区別され た空間で 上映さ れる ｡ 観客は劇
場ま で 出かけ, 切符を買 い , 座席を見 つ け ,
劇場内が暗くな っ て 映画が上映され るまで待
た なけれ ば ならな い ｡ 画面 はテ レ ビと は比較
に なら ない ほ ど大きく, 迫力ある音響と相侯 っ
『ヴ ァ イ ン ラ ン ド｣ と テ レ ビ文化
て 臨場感を高め て くれ る ｡ 客は , 普通 , 誰と
も話さず , 煙草や飲食もせず , 最初か ら最後
まで 画面 に釘付けに さ れる ｡ こう して , 映画
の 幻想世界 は , 見る人の 日常生活とは完全 に
切り離された別個 の異次元を作り上 げる の で
ある ｡ そ れ に対 し, テ レ ビは茶の 間や , 場合
に よ っ て は自室に置かれ , ス イ ッ チ ー つ で い
きなり虚構世界 - 連れて 行 っ て くれ る ｡ 映画
の ように , 見る前の 一 連の 過程を必要と しな
い
｡ 視聴者は , 時には , 日常生活における様々
な営みを しなが ら , ある い は家族とお し ゃ べ
りを交えたり , テ レ ビに話 しかけなが ら , 観
賞する (本作品の 登場人物 も , 多くの 場合 ,
テ レ ビをただ見て い る だ けで なく , そ れ と 同
時に , 何 らか の 日常的な活動を し て い る)o
テ レ ビの 小さ い 画面や音響は , 映画ほ どの 迫
力が な い ｡ こ の ため 人々 は , テ レ ビの虚像空
間と現実と の境界を意識する こ となく , 両空
間を自由に行き来する の で ある ｡
さ らに , テ レ ビの 中身は , 様 々 な世界の 断
片的寄せ 集め により成り立 っ て い る ｡ ドラ マ ,
ス ポ ー ツ , クイズ , ニ ュ ー ス , 音楽, 踊り等々 ,
色 々 な ジ ャ ン ル の 番組が次か ら次 - と放送さ
れ , 時 によ り, 内容は次回 - 続く形で 中断す
る ｡ コ マ ー シ ャ ル の 時 には , い ずれの番組も,
別な情報 に切り替わり t さ ら に寸断される ｡
ケ ー ブ ル ･ テ レ ビが普及した80年代 にあっ て
は , チ ャ ン ネル の 選択幅が非常 に多く, 番組
が退屈な場合は , ザ ッ ピ ン グによ っ て , 画像
世界持さ ら に慌た だ しく寸断され る こと に な
る ｡
茶の 間にお ける , 日常の現実と虚像世界と
の 間の絶え間な い 行き来に加え , テ レ ビの 寸
断され た断片的内容は , 見る人の心を分裂状
態に させ , 互 い に不調和 で さえある要素が揮
然と な っ た多元的世界に視聴者の 身を晒させ
*2
る こ と にな っ て しま っ た ｡ 人 々 は , 互 い に 無
関係な異次元を同時に 受け入れる術を学ぶ こ
とと引き換えに , か っ て 持 っ て い た統 一 と調
和を保 っ た精神を失 っ て しま っ たの で ある ｡
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Zoyd は, Fr e ne siと結婚 した60年代 の 昔を次
の よう に回想して い る ｡
･ ･ ･the M ello w Sixties, a slo w e r-m o vi ng
tim e, pr edigital, not yet s o c ut into
ple Ce S, n ot eve n by tele visio n. Itw o uld
be e a sy to r e m e mbe r the day a s a s oft
fo c u s shot - Ev eryt hing l n n atu re, e v e ry
liv lng being o n the hillside t hat day, ‥ .
w a sgentle, at pe a ce‥ .(38)
60年代の ア ナ ロ グの レ コ ー ドが , デ ジタ ル の
CD に変わ っ たよう に, ｢緩慢に動く時の 流 れ
`
(308)｣ が , 分断さ れ , バ ラ バ ラ に な っ た ｡
それと同時 に統 一 ある世界も分裂 し , ｢通り
の 隅や店の シ ョ ー ウ イ ン ド ー に は , サイ ン が
あ っ て も, 読み取れな い｣(308) 意味に満ち
あふ れて い るの が80年代社会で ある ｡ Fre n esi
に と っ て も , 反体制映画制作集団に属 して い
た60年代 に は , ｢こ の 一 つ の こ と の ため に ,
ほと ん ど他の 全て の こ とを犠牲に する価値｣
(117) が 見つ けられ , ｢ 人々 が神秘 的に 一 つ
になれ た｣ 奇跡があ っ た ｡ 現在の 彼女の 不毛
な精神状態は , 人生の 目標とするため の確 固
と した価値や意味が何 一 つ 見 つ けられ な い80
年代社会を暗示して い る ｡ Pyn cho nは こ う し
た点を憂慮 して い たか ら こ そ , 80年代の 社会
を小説 の 中心 に 据え たV in ela ndの 描き方 に
お い て も, テ レビ番組のように , 故意にス ト ー
リ ー を分断し , 統 一 ある確固と した意味を拒
否する形式を , 従来よりもさ らに発展させ た
の で は な い だろうか ｡ 人 々 の 心の 中で , 様 々
な異種の 幻想と虚像が , 断片的に混じり合い ,
多元価値 とも称せ られ な い 程に分裂的な現実
像を作 っ て い る の が , Pyn cho nの 描く80年代
ア メ リ カ社会なの で ある ｡ そ して , こ の 精神
風土を生み 出す元凶となり, 象徴となるのが ,
テ レ ビ の存在なの だ ｡
6 テ レビは イデオ ロ ギ - を伝える
写真や テ レ ビ等の 映像 は , カ メ ラと いう客
観性をもつ テ ク ノ ロ ジ ー を媒体とする ことで ,
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現実を透明に直接的に再現 したもの の よう に
受けとられるが , 実はテキス トが必ずス ー パ ー ･
イ ン ポ ー ズ されて い るイ デ オ ロ ギ ー の 発露の
場 なの で ある ｡ こ の 映像の 両義性な い し は二
重性に つ い て は , すで に 多くの 人々 が 指摘し
て い る ｡ 例えば , D .D a visは , ｢ 写真は もは
や世界を見る窓 , 物事をあるが ままに 見る窓
で ある こ とを止めて しま っ た ｡ む しろ , それ
は高度に選択的な フ ィ ル タ
ー と して , ある特
定の 手と精神によ っ て , そこ に 置か れ たもの
6)
で ある｣ と述 べ て い る ｡ また W .J.T . M itchell
は映像を ｢不透明で 歪曲的で 窓意的な表象の
メ カ ニ ズムを陰蔽する , 自然さと透明性を装 っ
丁､
た欺隔的外 見 イデ オ ロ ギ ー 的 脚毎｣ と称 し
た ｡ あら ゆる映像 は, 出来事, カ メ ラ ･ ア ン
グル , 形式的構成の 選択を通し, イデオロ ギ
ー
と して 機能するの で ある ｡ だが , そ の 透明で
自然な装 い の ため に ､ 見る者は無意識の うち
に , もしくは自己の 意志に反して , 特定の イ
デ オ ロ ギ ー を受け入れ るように誘導さ れて し
まう ｡ 特定の イ デオ ロ ギ ー とは , 資本主義国
家で は多くの 場合 , 生産者側の 意向に沿 っ て
考え, 感じるよう に させ る こと で あり , こ の
ため映像 は権力体制と結 び付き安 い の である ｡
作品で は , テ レ ビ映像が 人々 を洗脳する 内
容 は , 政治的思想だけで なく, 私たちの 日常
生活に お けるあら ゆる雑多な事柄 に及んで い
る ｡ テ レ ビの シ チ ュ エ ー シ ョ ン ･ コ メ デ ィ
ー
に登場する白人の 女の 子の 姿は , ス ケ ー ト場
で滑る テ ィ ー ン エ イ ジ ャ
ー の服装や 髪形に ,
そ っ くりその まま反映される(326-27)｡ コ マ
ー
シ ャ ル の 中で , 母親が娘 に教える料理や服装
や 恋人と の 接 し方は , 母親が い な い Pr airie
の よう な娘に も受 け継が れて 行く｡ この よう
に テ レ ビ の 光りは ｢均 一 的な コ マ ー シ ャ ル の
夕陽｣ (329) と な っ て , 人 々 の願望や行動 に
影響 を与え, 画 一 的な価値の 標準 を作り , あ
る い は 国民的な経験 を生ん で い くの で ある ｡
こう した テ レ ビの 影響は , 時に は不気味な
影 を作品に落と して い る ｡ 人 々 を全体主 義的
統 一 へ と導い た , か つ て の多くの カ リス マ 的
権力者や フ ァ シ ス トの 持 つ ｢オ
ー ラ (霊気)｣
と通じる性質があるか らだ ｡
And other gr a ndfolks c ould be he a rd
a rgul ng the per e n nial qu e stio n of w hethe r
the United States still linge r ed in a pr e-
fa s cist twilight, o r whetherthat da rkn e ss
had falle nlo ng stupefied ye ar s ago, a nd
the light they tho ught they s a w w a s co m-
1ng O nly fr o m million s of Tubes all
sho w i ng the s a m ebrigh t-c olored shado w s･
(371)
皮肉に もア メ リ カ に お い て は ,偏在す る テ レ
ビ の 光 り か ら 免れ る 人 は , 刑 務所 に 居 て
"
tubeles sho u r s
"
(298) を強い ら れ て い る
囚人だけなの で ある ｡ 洗脳する テ レ ビは , 翠
隊と直結 した むきだ しの 権力体制の イメ
ー ジ
と重 な っ て 描かれ た時, その 本性を顕に して
い る ｡ Pyn cho nに と っ て 特別な時刻を意味す
る午前3時頃, テ レ ビが 『G. Co rdo n Liddy
物語』 を放送 して い た 時の エ ピソ ー ドが そ の
好例 で あろう ｡ こ の 時 , 画面は突然消えて ,
空白となり , まもなく国防省司令官が大統領
令を読み上 げると い う異様な光景 を映 し, 再
び元の 映画 に戻 っ た ｡ 戒蕨令発令の l) ハ
- サ
ルが , 何かの手違い で テ レビ放送されて しま っ
た の だろうが , そ の様子は ｢まる でテ レ ビが ,
突然映画の 放映を止 め , その 代わ り に 『これ
か ら は , お前たちを見張 っ て い る ぞ』 と言 っ
て い るよう で あ っ た｣｡ (340) 情報工 学 に お
けるC3Ⅰ, すな わち指揮 (コ マ ン ド), 管理
(コ ン ト ロ ー ル), 通信 (コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン),
情報 (イ ン テ リ ジ ェ ン ス) の 一 体化に よ る 国
民の 監視をい う この 場面は , Ge o rge Or w ell
の 小説 『1984年』 に 描か れ て い る ,国民 を
一
日中見張り, コ ン ト ロ
ー ル する 全体主 義国家
を私たち に思 い 出させ る ｡ 国民の 自由を保証
する憲法を掲げたア メ リ カ に お い て さ え , チ
レ ビを始め とする 巨大な情報制度に 誘導さ れ
て 考える他に , 国民に は選択の 余地が ほ とん
『ヴ ァ イ ン ラ ン ド』 と テ レ ビ文化
どな い ｡ どの ような真理 も , それ に 耳を傾け
させ る権力と繋が っ て い る と いう事実を , 読
者は思わ ざるをえない ｡ 大統領 を頂点とする
権力機構が あり, そうした政治権力と結び付
い た巨大企業か らの 広告収益に よ っ て テ レ ビ
局は運営さ れ , そ の テ レ ビに無防備なまま晒
さ れて い る 国民 , と いう 図式が浮か び上が る
の で ある ｡ そ して , こ の 図式を単なる抽象論
と して 片付 けられ な い の は , 物語中で , Re x
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7と暗闇の 中で 繋
が る体制側の 策略と , 彼らに よ る学生運動組
織P R3の 解体を, 読者は知 っ て い るか らで あ
る ｡ ある い はまた , Vo nd の指揮下 に 行 な わ
れた 反体制映画制作集 団24pfs の フ イ ル ム 放
火や , 政府機関CA M P(Ca mpaign Again st
M a riju a n aProdu ctio n)によ る マ リ フ ァ ナ農
園襲撃と マ リ フ ァ ナの 没収や , 1970年制定の
犯 罪 取 締 法 強 化 案 で 誕 生 したPR E P
(Politic al ReE du c atio n Progr a m) の T で ,
逮捕さゴ1, 収容所で再教育を受け させ らjlた
人 々 に つ い て 知 っ たから で ある ｡ ア メ リ カ は
リ ベ ラ ル な60年代を経て , 70年代か ら保守反
動政策 に方向転換 し , 反体制組織 に 一 連の 弾
圧 工作 を行な っ たが , その 際, 多くの無関係
な 一 般市民を巻き添えに した ｡ その 典型的な
例がZoydの 人生だ ｡ 彼は , ～/ondの 執糊な執
念 に よ っ て家族と別れさせられ , その 後も数々
の過酷な試練をなめ させ ら れた ｡ 権力は い と
も容易に , 個人の 運命を狂 わせ , 翻弄する こ
とが できるの で ある ｡ テ レ ビが 洗脳するもの
は , 流行やス テ レオ ･ タイ プ的様式や文化の
晴好性の み で はな い ｡ レ ー ガ ン大統領の 下 ,
軍隊が ニ カ ラ グア に侵攻する 時(340), ブ ッ
シ ュ 大統領の 下 , 湾岸戟争を指揮する 時, チ
レ ビ は ニ ュ ー ス 報道で , 権力体制側 に都合 の
よ い 映像 を送る こ と に 偏り , ア メ リ カ 国民の
状況判断を歪 める傾向が あ っ た こ とは , すで
に 多くの 者に よ っ て 指摘され て い る ｡ Pyn-
cho の描くア メ リ カの 裏面史は , 権 力と マ ス




一 時代前の マ ル ク ス 主義者ならば , テ レ ビ
に代表さ れる マ ス ･ メ デ ィ ア は, 無条件 に露
骨 な抑圧装置で あり , 権力機構 の上 層部の 手
に よ っ て
, 都合の 良い よう に 管理操作され て
い る , と考えた で あろう ｡ だが , こ の 権力と
マ ス コ ミ の 癒着を措い たか らと言 っ て , Pyn-
cho n自身が , 全く同 じ考えを持 っ て い る わ
けで はな い ｡ か と言 っ て , Yl,The(Crying of
IJOt 49, Gr a vity
'
s Rainbo wで 一 貫 し て 措
い て 来た真理 の 相対主義的見方を ,映像 に お
い て も全面的に 当て は めて い るわけでもない ｡
相対主義的見方か らすれ ば , 真理 に つ い て な
さ れる全て の 判断は , それがなされ る状況に
相関する｡ また私たちの共同体の文化は, 各々 ,
独自の 伝統的価値や通念, 合理 的基準を持 っ
て い るか ら , 自然科学の 真理 と 人間経験の 相
対的真理とは , 質的な相違があり, リアリティ ー
の 意味は , 共同体 によ り, 各人に より異なる
暫 定 的 意 味 し か 持 た なくな っ て しまう ｡
V inela nd では , こ う し た認識の 深淵 な問題
は取り上 げられて い な い ｡ 映像はイ デオロ ギ ー
を伝えると同時に , 現実その もの を伝える機
能もある , と いう単純 な見方が同居して いる ｡
映像が現実を忠実に再現 したか ら こ そ , 母を
知らずに育 っ たPr airieは , 24pfsの映した フイ
ル ム や テ レ ビ番組の 断片を見て , 反体制映画
制作者と して 活躍 して い た母の 真実や60年代
の 雰囲気を知り , 理解で きたの で ある ｡ 例え
ば , テ キサ ス の コ ミ ュ ー ン で 共同生活をする
若者たちを , 軍隊が追 い 立 て , 手錠をか ける
光景を見た時 , 彼女は , 6 0年代 の 様子 や , そ
の 背後で カ メ ラを持 つ 母の 視線や思 い の 全て
を理 解した ｡ そ して ｢ 次の リ ー ル か
, そ の 次
の リ ー ル で
, 母と対話する術が見つ けられる｣
(1 99) と感 じて い る ｡ また大学紛争で デモ 行
進する 学生 たちを映した フ イ ル ム を見た時に
は
,
Pr airieは高揚 し た学生 の 気持ち を理 解
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し , ｢そ の 晩 , その 場所にあ っ た 自 乱 つ ま
り , あらゆ る こ とが可能で , そ んな喜 びにあ
ふ れ た自信を覆すもの な ど何もな い と いう信
念｣(210) を感じ取 っ て い る ｡
多くの 報道関係者が考えるように , 映像 に
は , 政治や経済的不正を暴き, 市民権 , 貧困,
平和と い っ た社会的協議事項を考え直させ る
使命がある ｡ 24pfsが , 過激 派反体制 映画制
作 グル ー プ
"
the De ath to the Pig N ihilist
Film K｡11e ctiv e
"
の マ ニ フ ェ ス トか ら 受け
継 い だ精神 には , 映像が伝える真実は , 不正
と戟う武器になり得る と いう信念が窺える ｡
｢*.
メ ラ は銃だ ｡ 映 したイ メ ー ジ は カ メ ラが
実現 した死だ ｡ 出来上 が っ たイ メ
ー ジは , 莱
世 と大審判の 基と なる ｡ 我 々 はフ ァ シ ス トの
豚の 奴 らに 地獄を用意する建築家 に なろ う ｡
~F劣なもの 全て に死が来らん こ と を ｡｣(197)
特 に ,人間の 顔をク ロ
ー ズ ･ ア ッ プで 撮れ ば ,
心の微妙なひだを顕に し , 隠れて い る嘘が読
み取れ ると , 24pfsは考えて い たの だ ｡
T hey pa rtic ula rly belie v edin the ability
of clo s e-ups to r e v e al a nd de v a state ･
w he n po w e r c or r upts, it ke eps a log of
its pr ogre ss, w ritte n into that m o st
s ensitiv e m e m o ryde vice, the hu m a nfa ce :
w ho c o uld withsta nd t he ligh t? W hat
vie w e r c o uld belie v ein the w a r, the
syste m , the c o u ntle s slies abo ut Am eric an
fr eedo m , lo oking into thes e m ug shots
of the bo ughta nd s old?(195)
彼らが 目標とする , ク ロ ー ズ ･ ア ッ プに より
暴く真実の 映像は , 大変皮肉な形 で実現さ れ
た ｡ 反体 制運動家Rexが W e edを射殺 した現
場の撮影が , それ で ある ｡ こ の 時, 24pfsは ,
フ イ ル ム切れ と い う思わぬ ア ク シ デ ン トの た
め , 肝心の 射殺の 瞬間を撮影で きなか っ た ｡
しかし , 射殺の 音声は録音 されて おり , その
直 後 の Re xの 表情 や 言葉 , そ し て 側 に い た
Fre n esi の顔の ク ロ ー ズ ･ ア ッ プ を偶然 に も
撮影した の で ある ｡ 彼女の 顔は ｢ 暗闇の 中に
表情は暗く , 広角 レ ン ズ で 歪み , (フ イ ル ム
を見て い た) Pr airieが 認め たの だが , 堪 え
難 い 様相をして い た｣(2 4 7) Fr ene si こそ ,
直接手を下 さなか っ たもの の , Re xをた き つ
け, 殺人を犯させ た張本人で ある ｡ カ メ ラが
目標 と しなか っ た偶然の対 象が , ｢ 強烈な真
実｣ を捕 らえた わけで ある ｡
こ の エ ピソ ー ドは, 真実を伝える映像の 効
力に対 し , Pyn chonが微妙な思 い を抱 い て い
た こ とを示 して い る ｡ 作 品で は , 映像の 力に
つ い て 二 つ の 意見が述 べ られて い る ｡ 一 つ は,
｢カ メ ラ が行える こ と は , 見せ か け(m ake-
belie v e) であり, 銃 は 本物 だ｣(2 4 1) と い
うBro ck の意見 で ある ｡ もう 一 つ は , ｢1秒
間に24枚撮影する信頼しう る映像の 事実は ,
ず っ と 強烈 に真実 に迫れ る｣ (2 41) と い う
Fre n esi の意見だ ｡ 作品で は , Br o ck の意見の
方が やや旗色が 良い ｡ カ メ ラ は , 反体制連動
の 人々 に銃弾や催涙弾を浴 びせ て い るFBI の
行為や , 炎上する建物や車 を捕らえられ る ｡
しか し , 今, 目前で 死傷する人々 を救えな い ｡
また聞から 闇 へ 葬り去られ たデ モ 隊の 死者 を
映すこ ともで きなか っ た ｡ さ ら に , Br o ck の
洞察による と , ニ ュ ー ス 番組で デ モ の 様子を
報道する こ と で , 視聴者は真実を知 っ て も ,
なお権力の 側の メ ッ セ ー ジ の 方を受け入れ や
す い傾向があると い う ｡ これ は , 犯罪研究者
ce s a r eLo mbr o s e(1836-1 909) の 先駆的
研究 に基 づく考えで ある ｡ 彼の研究によると,
犯罪者は , 道徳や法 を尊重する心な ど , 文化
的な価値を司る大脳葉が著しく小さ い ため ,
人間より動物の 頭脳 に似 た形をして い る と い
う骨相学的特質がある (272)｡ 人間に だ け特
有な文化的な価値を尊重する心は , 同じく生
まれ なが ら に して あ る
"
mis o n eis m
"
, す な
わち変化 , 革新を望む心よ り , ｢新 し い もの
は何 で も嫌 悪 する｣ 本能の 方が 強 い とす る
vr o ck の考えと矛盾するもの で は な い ｡ こ う
した本能が ある から こ そ , ｢ 社 会が 安全 に ,
首尾 一 貫して 維持して い くための フィ ー ドバ ッ
Fヴ ァ イ ン ラ ン ドj と テ レ ビ文化
ク的な機能｣(273) が保た れる の だ ｡ こ の 考
えが本当なら ば , 24pfsの 映した デモ の ニ ュ ー
ス 報道 に対 し, 視聴者は , 体制側を擁護する
反応を起 こ すであろ う ｡ また , こ の 考えを60
年代の 若者たちの左翼活動に当て はめ れば ,
Br o ck の言う よう に , 若者の 行動 は ｢ 秩序に
対する脅威で はなく , (秩序 に対す る) ま だ
気 づ い て い な い 願望｣(269) の 現れとも解釈
で きる ｡ ｢い つ まで も子供 の ままに 止 まり ,
も っ と大き い 国家と い う大家族の 中で 安全 に
守られ た い｣ と い う願望が , たまたま見当は
ずれ な現れ方をしたの が , 60年代の カウ ン タ ー
･ カ ル チ ャ ー 運動で あるが , それも体制側 に
よる調整を受けれ ば , 容易 に組織にと っ て 無
害なもの に変 わ る と い うの で ある ｡ Fre n esi
や彼女の 母Sa shaの 制服に対する 特殊な憧れ
と反応も , 体制の 権威に魅せ られ て い る 二 人
の 本能の現 れと解釈で きるの だ ｡ (83) 人間
は , 変革を望む本能と同時に , それ に伴う 一
時的な混乱を嫌 い , 秩序や安定を志向する本
能も強 い と い う考えは , Gravity
'
s Rainbo w
にも繰り返 し描かれ て い る事柄で ある ｡
Bro ck の考えは , メ ディ ア界 に お ける経験
主義的立場の 人々 の 考えと共通して い る部分
がある ｡ 彼らの 考えで は , マ ス ･ メ デ ィ ア は
社会の秩序や権力を維持する機能をも っ て い
る ｡ こう した機能は , 組織的に支配階級を擁
護 し , ラ デ ィ カ ル な変革を妨害し , 資本を擁
護 して左翼を噺笑 して い る , と マ ル ク ス 主義
的立場の 人 々 に 受けと られ , ｢権 力の 手先 ,
変化の な い 世界を無批判 に記述する者｣ と糾
*3
弾され て い る ｡
映像は , 真実を伝え , 現実の不正を暴 い て ,
革新を生み出す起爆剤 となり得る の か , それ
とも単なる 権力の 維持 と擁護で 終わるの だ ろ
う か ｡ 作品を見る 限り, Pyn cho nは , テ レ ビ
が映像の 主流とな っ た80年代に あ っ て は , 徳
者の可能性が濃厚 で ある と考えて い たようだ｡
なぜ な ら , テ レ ビが伝える真面目 で衝撃的な
真実よりも , 商業娯楽番組の 束の 間の快 い幻
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想世界の 方が , 一 般大衆に強 い魅力を与えて
お り, 権力側もそ れを知 っ て い るか らだ ｡
T hey(the State s)ju st let u sfo rget ‥ ‥
fillup e v e ry min ute, ke ep u sdistra cted,
it
'
s what the Tube is for, a nd tho ugh it
kills m eto s ay it, it
'
s what r o ck a nd
r oll is bec o m l ng -Ju st a n othe r w ay to
claim o u r atte ntio n
, s o that be a utiful
c ertainty w ehad sta rts to fade, ‥ ,(314)
テ レ ビの現状は , 無害な娯楽の 道具と して 以
上 の 役割 を担 っ て は い な い の である ｡
‥ . pa cified ter rito ry-r e claim ed bythe
enem yfo r atim ele ss, defe ctiv ely l m agln ed
futu r e of z e r o-toler a n c edr ug-free A m er-
ic a n s alュ pulling their w eigh t a nd all
lo cked in to t he offic al e c o n o my, in of-
fe n siv e m u sic, e ndle ssfa mily spe cials o n
the Tube
,
chu rch all w eek lo ng, a nd o n
special days, fo r e xtr a-go od beha vio r,
m aybe a c o okie. (221-22)
8 結 論
ポ ス ト ･ モ ダ ン の 旗手Pyn cho nに と っ て ,
全て は最終的にア ポ リ アの ままで ある ｡ 映像
は , 実在とは ほ ど遠 い シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 世
界 で ある と同時に , 作品の 背景となる60年代
か ら , 80年代 に至る ア メ リ カの 現実を忠実に
再現する道具とな っ た｡ 映像は , 実人生 の様々
な不愉快 な重荷 から逃避させ て くれる幻想の
世界 で ある と同時に , 時と場所の 制約を越え
て 人の 苦 しみ や喜びや希望 , そして何よりも
重要な真実を体験させ て くれ る空間で もあ っ
た ｡ 映像は , 全て 中立 的な立場か ら , 現実に
潜む虚偽や不正 , 悪を暴 い て , 改革を促す働
きをすると同時に , 特定の イ デオ 臼 ギ - を吹
き込み , 私たちの 文化や思考様式すら支配す
る力をも っ て い た ｡ 現代 に あ っ て は , 映像の
中心に 位置し , 半ば独占的 にその機能を果た
して い る の が テ レ ビで ある ｡ 人 々 は , 毎日 ,
多大な時間を テ レ ビ を見 る こと に 費や して い
62 村 上 恭 子
る ことを考える と , そ の 影響は計り知れな い ｡
人 々 に毎日 降り注ぐの は , 今や太陽の 光りで
はなく , テ レ ビの 光りなの で ある ｡ こ の 人工
の 光りがもたら したもの を知る には , テ レビ
がまだ偏在して い なか っ た60年代を, さら に
は大自然その もの しか存在し なか っ た新大陸
発見当初の 時代を振り返 っ て 眺め , 両者 を比
較する必要がある ｡ 殊に , 巨大 な権力機構や
合理主義的西欧文化の 功罪と い う , Pyn cho n
がず っ と描 い て きた中心的テ ー マ をテ レ ビの
背後に 読み取 ろうとする時 , ア メ リ カ の 昔 の
姿は重要な意味をもつ ｡ 本論で は言及しなか っ
たが , 小説の 中心 に据えられ たEula - Sa sha
- Fr e n e si- Prairieと続く 4世代 の 女系家族
の 物語 , ある い は禅宗を色濃く反映する東洋
思想の 修業所
'
the Sisterho od of Ku n oichi
A tte ntiv e s
'
(107)がD Lや タ ケ シの 救済 に 重
要な働きを担 っ た こと , 院長Siste rR o chelle
の語る ｢新 ･ エ デ ン の 固｣(166) の物語 , 反
律法主義を貫く尼 グル ー プ
'
the Ha rleyite
Orde r' (358) の 存在等々 , 作品 に は女性原
理や反合理主義的理念が父権的社会の 周縁 で
息 づ い て い る ｡ Tra v erse家とBe cke r家が毎年
集まる森の 中 にもポ ー タ ー ブ ル ･ テ レ ビが持
ち込まれる が , 欝蒼と茂る セ コ イ ヤの 巨木は
大昔と変わら ぬ大 自然 の 姿 を止 め , 昔 の 原
住民Yurok の伝説 は人 々 に 語り 継が れ て い




* 1 T ha n atoid は, ヒ エ ラ
ー キ ー を作る社会の 中で差別され , 抑圧 され た人 々 として ,
of Lot 49 に登場するTristero の 系譜を引くもの と考え られる ｡
T he Crylng
* 2 テ レビ と映画の 違 い に関して は , Brian McHale の 論
''
Zap ping, the art ofswitching chan-
n els : on V in eland
"
,
Co n stru cting Po stm ode rnis m (Lo ndon , Routledge, 1992)(113-41)
を参考に した ｡
辛 3 メ ディ ア界に おける経験主義の 見方に つ い て は , M edia T he o ry(Lo ndo n, Ba sil B la ckw ell
Ltd. ,1990)(79)を参考に した ｡
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A B S T R ACT
In T ho m a sPyncho n
'
s latest n ovel,V inela nd(1991), the in □u e n c e of T V, a
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repre sentatl Ve
m a s sm edia, is w ritten a s one of the big ge st proble m sin the late capltalistヲI
O Ciety･ As
ever)
∫ re ader willatte st, V ineland is T V-s atu rated･ T V is ubiquito u s, gl Ving c or ro sively
negative influ e n ce on A m eric an public life.
In T V w orld
,
eve ry fa ce of the re ality lS S ubject to the la w of the pre c e s sion of sim u-
la c r aw hereby the sim ula cru m pre c ede s a nd pre em pts the r e ality ltis s up po s ed to sim u-
1ate ･ As a re s ult･ the distin ction betw e en the truth a nd the false
,
r e ality a nd delusio n,
dis ap pe are s, w hich enda ngers the prin ciple of o ur r ation al s o ciety . On the othe r ha nd,
T V
I
s ps e udo-w orld is s o a m u sing a nd ple a s ant that pe ople try to e sc ape fro m the un-
ple a s antn e ss and bu rden of re al life de m ands . At the s am e tim e, in c e s s antintera ctio nbe-
tw ee nT V
"
progra m ming flow
"




of s egm e nts
(progra m s of differe nt gen re s a nd c om m ercials) m ake sT Vvie w ers a c c ept radic ally dif-
fere nt ontologlC al status, thu sbre aking their har m onio u s unified w o rldplCtu re.
Ho w ever , the m o st serio u sproble m is that T V fu n ctions a s am e a nto brain w a sh and
c ontrol pe ople ･ So, it ap上s to be u s ed by the po_
w er stru cture s u ch as the state a nd large
enterprise s･ In fa ct, T Vha s c o m eto per vade m o st of the chara cters
'
1ivesin m ore pro-
fo u nd w ays, n ot only shapl ng a nd c o nstraining their de sires a nd behavior, but als o m a-
n lpulating their unde rstanding of their w orld. Ev e nifjo u r n alists try to info r m the
truth obje ctively, even ifc a m era c a nrepr odu c ethe a ctu al w orld dir e ctly and n aturally,
any plCture is not free fro m superim po s ed ideolog y･ I will disc u ssthes eT V proble m s
with V in eland a s a m ain fo c u s.
K E Y WO R D S
m a s s media , hy per re al, ps e udo-w orld, ide olog y, truth
